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省エネルギー改修によるＣＯ２排出量の削減とライフサイクルコストを予測いたしました

●●不動産株式会社 御中
21 日

建物の省エネルギー化によるＣＯ２排出量削減が求められています。目安ではありますが、お客様の建物の
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・本資料の各種効果予測は、上記計算条件に基づく試算値です。省エネの効果を保証するものではありません。

・各種金額は消費税抜きの値です。

・本資料の省エネ改修工事費の目安は、想定条件での参考値です。 実際の工事費算定については、別途調査・計画が

必要となります。

・工事は平日昼間作業とし、天井解体は関連する省エネ改修項目共通で同時実施と想定しています。

・一般的なライフサイクルコストの定義について

ライフサイクルコストとは企画設計から建設費・廃棄処分費までを含めた建物の生涯に必要な全費用のこと。

炭素税率は ネルギ 種別ごとに異なると考えられますが 試算では光熱費に対する平均的な価格上昇率を想定して
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